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カラユの人々が暮らすオロミヤ州東ショワ県フゔンターレ郡は、
大地溝帯の底に位置し、標高は1000m、雨量は年間500mm前
後。乾季の気温は40度以上になる乾燥地域です。カラユの人々
は、ラクダを中心とした牧畜で生計を立てています。

ゕフリカの角東部地域に位置するエチオピゕは、自然環
境の劣化、高い人口増加率、頻発する干ばつなどにより、
ゕフリカの中でも最も貧しい国の一つになっています。
国内には、800万人の牧畜・遊牧民が厳しい自然環境の
もとに暮らしています。

■グデゖナ・ト゘ムサ基金(GTF)の概要
GTFは1990年に設立されたNGOで、本部はゕジスゕベバにありま
す。困難に直面している人々の精神的、物質的ニーズに包括的に取
り組み、公的支援が届きにくいカラユ地域で、農村開発を1995年
から行っています。

ゕフリカ理解プロジェクトは、現地のニーズをよく知るGTFと共に、
カラユ牧畜民の自立を支援する「エチオピゕみんなの学校プロジェ
クト」を行っています。

現地NGOとのパートナーシップで
「みんなの学校プロジェクト」

■ゕフリカ理解プロジェクトによる教育支援
・女子教育の推進
指導力と成績に優れた女子学生に小学校から大学まで、奨学金支給。
女子教育は、平等な社会の実現に役立っています。
・教育の質の向上

エッセ゗コンテスト、青年海外協力隊員の派遣など
・教育施設と教材の整備

中学校校舎建設、教材開発センター建設
・環境教育の推進

環境教育センターの建設

よい教育がよいリーダーを育てます

世界で最も食料安全保障の危機に
直面する、ゕフリカ角東部地域。

アフリカ理解
プロジェクト

Africa Rikai Project
www.africa-rikai.net

東京オフゖス （若松）
〒146-0093 東京都大田区矢口1-11-8 ゕフリカ理解プロジェクト

TEL/FAX: 03-3758-5665 Email: events@africa-rikai.net

エチオピゕオフゖス （白鳥）
Cellular：＋251-920-576153 Email: info@africa-rikai.net

教室の建設

理数科教師の派遣

女子学生への奨学金支援



読者の声
原木のある森 コーヒーのはじまりの物語
“どこから読んでもわくわくする本です。読んだ後、エチオ
ピアについて知りたくなり、ぜひいつかこの国をたずねたく
なります”朝日学生新聞書評より
アフリカンキッチン英語版

“戦争や飢餓だけではないアフリカを見てもらいたい。
この本が世界中の人たちに読まれることを願っていま
す。”Gassan A. Bagersh, Director of Shama Books”

アフリカ理解プロジェクトと
一緒に活動する方法

１. ホームページで情報チェック
行動するための情報・アイデアなどアフリカ情報が満
載。

２. イベントに参加
ワークショップやセミナーなど、さまざまなイベント
を企画、実施しています。イベントボランティアも随
時募集。

３. サポーター/事業パートナーになる
多様な人材が集まり、知恵、技能、時間を出し合うサ
ポーター・ネットワークに参加しませんか（年会費な
し）。事業パートナーには、技術的サポート・資金的
サポート・共同企画などがあり、随時募集しています。

４. 商品を買う
ARPが扱う商品は、おしゃれでエシカル。アフリカ在
住スタッフが自立支援、雇用促進、生計の向上を促す
商品を独自に選んでいます。また商品開発・改善や広
報・販促も支援しています。商品販促による売り上げ
金は、エチオピアの女子教育支援などの活動費として
大切に使われます。

５. 募金・寄付をする
現地の人たちが望む支援を、現地の人と共に。アフリ
カ経験の長い団体だから大事な寄付を無駄なく使えま
す。教育資機材、環境保全、女子奨学金、エッセイコ
ンテスト、教材開発・制作などへ団体や企業、個人の
皆さまから支援を頂いています。

＊問い合わせ Tel/Fax：03-3758-5665（若松）
events@africa-rikai.net

商品代金・寄付のお支払方法
現地の人たちが望む支援を、現地の人と共に。

●郵便振替口座
口座番号：郵便振替 ００１１０‐０‐２８０１０３
加入者名： アフリカ理解プロジェクト
●銀行口座
口座番号： 普通口座 ５５０６４１５
銀行名： 三菱東京UFJ銀行 新宿中央支店
加入者名： アフリカリカイ

啓発・情報提供
見て・知って・行動する
アフリカ大陸情報から、行動するためのアイデアまで独自
の切り口で情報を提供するWEBサイト・メールマガジン・
ツィッターなど、アフリカに関する情報を提供しています。
www.africa-rikai.net

教材開発
アフリカ本のロングセラー！！
魅力的なアフリカの人々の暮らしを理解する本。アフリカ
を初めて学ぶ入門書として最適のシリーズです。

オルタナティブ・トレード
ハンドメイドクラフトでアフリカと世界をつなぐ
アフリカの物産の品質向上、情報共有を通じて、生産者の
所得向上、雇用促進、貧困削減に取り組んでいます。エチ
オピアで、CEHP (Commission for  Ethiopian Handmade 

Products)活動を展開中。

調査・提言
アフリカ理解の促進
日本におけるアフリカ理解・異文化理解について調査、分
析を行い、啓発・政策提言活動に生かしています。
これまでの調査報告は、すべてWEBサイトに公開し誰でも
無料で閲覧することができます。

開発教育・地球市民育成
共に考え、共に生きる「行動できる人」づくり
貧困、環境破壊など、地球的な問題の解決に向けてグローバル
な視野を持ち、行動する人材を育成。スタッフは日本・エチオピ
ア・セネガル・米国などで、国際協力専門家・コンサルタントとして
活躍しています。セミナーや講座の企画・実施、講師派遣な
ど、お気軽にご相談ください。

アフリカ理解
プロジェクト
のミッション

 アフリカへの理解を通じて地球市民を育成

 世界に開かれた日本社会の実現

 困難に直面するアフリカの人々を支援

 アフリカと日本・世界を結ぶ機会の提供

原木のある森
コーヒーの

はじまりの物語
コーヒー発祥地エチオピ
アに伝わるコーヒー伝説

アフリカン
ドレス

ファッションを通
じてアフリカに触
れる本<増刷 3刷>

アフリカン
キッチン

アフリカを味わい、
アフリカを知ろう。
美味しいレシピが
満載<増刷 2刷>

アフリカン
アート＆
クラフト

ユニークなアート・工
芸品を写真解説。
作り方も載ってます

アフリカン
リビング

アフリカ流のエコロ
ジーな暮らし方など
アイデアやヒントた
くさん!!

出版パートナー募集！
アフリカ本のロングセラーを続けるアフリカ理解プロジェク
トの本、次の企画の出版先、資金提供者を募集しています。
● 子どものためのアフリカシリーズ
『アフリカンクッキング』『アフリカンアート＆クラフト』
『アフリカの植物＆ハーブ・スパイス』
● アフリカりかい絵本シリーズ
エチオピア作家と日本人アーティストのコラボ『英語絵本』
『カンガの物語』『コーヒーのものがたり【英語版】』
● 教師のためのアフリカ教材＊このほかにも、企画中の本があります。

みんなの学校プロジェクト
困難に直面する「子ども・女性・少数民族」を長期支援
エチオピアの現地パートナーNGO（GTF)との協働で、貧困
に苦しむカラユ牧畜民の教育支援を実施し、成果をあげて
います。

African 

Kitchen

アフリカの大手出
版社から発刊され
た英語版

アフリカ理解プロジェクトの活動

80年代 ケニアへJICA青年海外協力隊員として派遣されたOB/OG
たちの社会貢献活動として始まる。

2003 アフリカ理解プロジェクトを発足。アフリカ教材ニーズ
調査などの活動を開始。

2004 アフリカ教材の開発、明石書店から「見る・つくる・知
るおしゃれなアフリカシリーズ」を刊行（以後、毎年同
書店から、シリーズで刊行される）

2005 「エチオピアみんなの学校」プロジェクト開始。WEBで
情報提供を開始。貧困撲滅「ホワイトバンドキャンペー
ン」参加。

2006 カラユ牧畜民生徒を対象とした「詩とエッセイコンテス
ト」開始（以後、毎年開催）。

2007 日本大使館「草の根無償資金」で4教室建設。野村環境教
育・教材開発センター完成。JICAアフリカ・アジアNGO
ネットワークにパートナーNGOが招聘。エチオピアの出
版社から英語版アフリカンキッチンを刊行。

2008 第4回アフリカ開発会議ブース展示。教材型パンフレット
（40万部配布）。「みんなの学校」にJOCV数学教師着任。

2009 「原木のある森 コーヒーのはじまりの物語」を刊行。
コーヒー勉強会・カフェセミナーなど多数開催。世界銀
行共催「開発とアート展」、エチオピアと日本の生徒に
よるTV会議実施。

2010 「エチオピアみんなの学校」で洪水被害、募金活動。エ
チオピアのハンドメイドクラフトの改善、開発、販売促
進を支援するCEHPを発足させる。


